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むらづくり支援の全体イメージ 

ワンストップ 
相談窓口 

（中間支援団体） 

情報発信支援 

外部との連携 

よろず相談 
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３つの登録制度（農村、住民、企業） 

「内発的な発展を目指す農村コミュニティ」
を、手上げ方式で登録 ※登録数124邑 
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３つの登録制度（農村、住民、企業） 

棚田や里地の保全活動を行うボランティア
登録制度       
→H28「むらサポ」へ移行  ※登録数3,000名余 
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３つの登録制度（農村、住民、企業） 

「農山村に眠る資源を経済的に活用したい」
企業ニーズを、県がマッチング  
→H28「むらサポ」へ移行    ※登録数34企業・団体 

１社１村しずおか運動 
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企業と農村のマッチングの事例 

店舗で「マルシェ」開催 →顧客接点の拡大 
 ＣＳＲ（企業の社会的責任）からＣＳＶ（共有価値の創造）へ移行 

（株）トヨタカローラ静岡 

だんだん茶畑の保全活動も 
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３つの登録制度（農村、住民、企業） 
の特徴 

① 補助金制度ではない（お金が絡まない） 
   → マッチング、広報、研修の支援のみ 
 
② 登録のハードルが低い（義務や要件が無い） 
   → 「やる気（地域）」と「興味（企業・住民）」 
     さえあれば登録可 
 
③ 「一社一村運動」「棚田里地くらぶ」の蓄積 
   → 行政内部にあったノウハウの活用発展 
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季刊「むらのおと」 
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Webページ、Facebook 
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平成２９年度～ 
「ワンストップ窓口」 
（県内４箇所） 
 

地域づくりＮＰＯ等
へ委託 
 
・ＳＮＳで情報発信 
 →「むらサポ」増 
 
・研修会 
  プレスリリース 
  販売ノウハウ 等 
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「むらづくりワンストップ窓口」委託先 

ＮＰＯサプライズ（伊豆市修善寺） 
 2008年設立 代表＋常勤職員４名 
 
【主な事業】 
 ・ 移住定住拠点「ドットツリー修善寺」 
   （オフィス付き賃貸物件）の運営 
 ・ 各種行政委託事業（移住相談窓口、ＮＰＯ支援 他） 
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ドットツリー修善寺（独自事業） 
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ドットツリー修善寺（独自事業） 

・全１２戸 
・住居＋オフィス 
・１業種１社に限定 
 →全１２社で地域外  
   から仕事を獲得 

建設、運営とも 

民間資本のみ
（補助金ゼロ） 
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伊豆食べる通信（独自事業） 
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クラウドファンディング講座（市委託事業） 
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「むらづくり相談窓口」を 
外部委託するメリット 

① 地域事情に精通した事業者（ＮＰＯ）が 
    相談者の実情に応じた対応 
 
② 機動的かつ実践的な研修プログラム 
   （行政の縦割りにとらわれない内容） 
 
③ 民間事業者のノウハウを生かした企画 
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